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 
本研究の目的は､ 精神科看護者のClinical Competencyの構成要素､ およびClinical Competency の発達に影響する要
因を明らかにすることである｡ 精神科看護の経験を５年以上持つ看護者16名に対して､ “行動結果インタビュー”を参
考にした半構成インタビューを実施し､ 質的帰納的に比較分析しカテゴリー化を行った｡ 精神科看護者のClinical
Competencyの構成要素として､ [援助の基盤を作る] [多面的な情報を査定・統合し援助を判断する] [柔軟に介入する]
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『Clinical』 とは ｢臨床｣ ｢病床｣ を示すことか




















































































わせて援助していた｡ Clinical Competency と
して､ 29のサブカテゴリー (以下《 》で示す)
が抽出できた｡ 内容の類似性から16カテゴリー















































































































実際に､ ｢ほらほら蛇が…､ しっしっ｣ って｡ ｢上に誰
かが入ってきて､ 蕎麦の実を運んでいるから､ ポロポロ…











番上に､ 桶を置いてるんですね｡ 背が低い人で､ 取りに
くかったんで｡ 僕下においてあげたんですよ｡ したらそ
こにないもんで､ 取った､ 取られたって話になっちゃっ






















































なくて､ まだ若いですから､ 彼女もほしいし､ できたら
結婚も､ という気持ちは強くあった｡ 性格がとても穏や


















薬もって行って､ 飲んでっていっても､ 拒否する｡ そ
の30分話ししていても､ 薬にはたどり着かなかったりで
結局飲んでもらえなかったり､ 仕切り直しですね…｡

































しょう､ 不安で｡ タバコも吸いたいけど (個室から) 出
られんのやって｡ ほんなら俺､ 付いてったげる｡ 喫煙所
まで付いてったげるって｡ タバコ１本吸って｡ でも､ 昨
日それやったで､ 今日落ち着いていて｡ (医師が) ｢良い
















う｡ それだけだと､ 一方的にバーっと､ 強迫的に暴言も














うか｡ そんなことええやろがー (怒) ってなるんで…｡
ずっと同じ服着てるんで､ まぁ着替えもあまりなかった
で家族の人に依頼したら､ すぐ持ってきてくれて､ 良かっ












てたので､ Ｍ病院のワーカーさん､ 主治医と､ うちのＫ
(ソーシャルワーカ) さん､ 私と､ 訪問ナース､ おじさん





























































































































患者に言われて (攻撃されて) 辛い思いをする経験から､ こう思うと良いのかなっ
て…／ (再入院の) 患者さんに聞いたんです､ それで (意思やﾆｰｽﾞを大切にする
ことが) 大事だと｡ こちらの思いだけでは… (地域生活が辛くて再入院になった)
／前にやったことが有るんです､ その時 (患者さんが) トントンとうまくいって
(軽快して退院した)､ それからはそれを意識してやっています
他職種との協働














そこで､ ｢精神障害者には存在感が持てることが重要｣ と言うのを聞いて､ ああ､
自分のしていたことは､ これだと…／ケアマネとか接遇とかって､ 色々の研修が










(精神科看護の) 雑誌は２冊取っていて (購入)､ 読んでて､ そこにあって…／神
経症が苦手なんで､ 本屋で本を探して､ (神経質とは) どんなんかなって…､ ／専
門書ですね､ 私らの若い時はペプロウとかよく読んでました…／学会の) 発表と
かで､ 成功事例の報告なんかあるじゃないですか､ そんなんで見て (読んで) …
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